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▲東京会場の竹内さんにメッセージ
を送る府中小学校6年の岸本満

み

奈
な

美
み

さん

▲2012年5月　ダウラギリ登山中の竹
内洋岳（撮影：中島ケンロウ、写真提
供：竹内洋岳プロモーション事務局）

▲「冒険賞」を受賞し、喜びを語る受
賞者の竹内さん

▲2012年5月　ダウラギリ登山中の竹内洋岳（撮影：中島ケンロウ、写真提供：竹内洋岳プロモーション事務局）

2012「植村直己冒険賞」受賞者が決まる

ダウラギリに無酸素で登頂
日本人初、

世界8000m峰全14座を完登

竹内洋
ひ ろ

岳
た か

さん

　２月25日、植村直己さんの母校の明治大学紫
し

紺
こん

館（東京都千代田区）で、2012「植村直己冒険賞」受賞
者発表の会見を行いました。今回は、2012年に日本人が挑んだ246件の冒険行の中から、ヒマラヤ山
脈のダウラギリⅠ峰（8167m）に酸素ボンベを使わず登頂し、日本人で初めて世界の8000m峰全14座完
全登頂に成功した竹内洋岳さん（42歳、東京都在住）を選びました。
　竹内さんは、1995年（24歳）に初の8000m峰マカルー（8463m）に登頂、翌年には世界最高峰エベレス
ト（8848m）、K２（8611m）と、次々に8000m峰に登頂しました。2007年に挑んだガッシャブルムⅡ峰
（8035m）で雪崩に遭い、瀕死の重傷を負いましたが、翌年、奇跡的な復活を遂げ、同峰に登頂しました。
そして昨年５月26日、14座のうちの残る1座となったダウラギリⅠ峰の登頂に成功し、20歳でヒマラ
ヤ登山に初挑戦してから21年かけての偉業達成となりました。
　東京での会見の様子は、植村直己さんの母校の府中小学校にも中継され、竹内さんは「これまでに
出会った方々一人一人に支えられて今の自分があり、今日があります。これからも目標を明確に持ち、
その到達点に一歩ずつ歩みを進めていきます」と喜びの言葉を述べました。
　なお、本賞の授賞式は、６月15日（土）に日高文化体育館（日高町祢布）で行います。授賞式では、冒
険賞の授与のほか、竹内さんの講演も行う予定ですので、皆さん、楽しみにお待ちください。

《問合せ》植村直己冒険館☎44-1515
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ジ
ュ
ン
ガ（
8
5
8
6
メ
ー
ト
ル
）

の
登
頂
を
果
た
し
、14
座
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し

て
同
年
、プ
ロ
の
登
山
家
を
宣
言

し
、14 

Pプ
ロ

ジ

ェ

ク

ト

r
o
j
e
c
t
を
立
ち
上

げ
、目
標
を「
8
千
メ
ー
ト
ル
峰
14

座
完
全
登
頂
」と
発
表
。プ
ロ
を
宣

言
す
る
こ
と
で
、登
山
家
と
し
て

生
き
て
い
く
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

　

自
分
に
と
っ
て
い
い
登
山
を
す

る
た
め
、登
山
途
中
は
常
に
自
然

に
耳
を
傾
け
、自
分
の
目
で
見
て
、

感
じ
て
、決
断
し
次
へ
進
む
。こ
の

自
然
に
寄
り
添
う
謙
虚
な
登
山
の

実
践
、次
の
登
山
の
た
め
に
は
必

ず
下
山
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
信
念
は
、植
村
さ
ん
の
精
神

に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

標
高
8
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

高
所
は「
死
の
地
帯（
デ
ス
ゾ
ー

ン
）」と
呼
ば
れ
、酸
素
が
平
地
の

3
分
の
1
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。幻

覚
や
嘔
吐
に
襲
わ
れ
、雪
崩
や
強

風
と
い
っ
た
危
険
と
常
に
隣
り
合

わ
せ
の
中
、竹
内
さ
ん
は
酸
素
ボ

ン
ベ
を
使
わ
ず
に
、軽
量
装
備
で

登
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

2
0
0
7
年
、パ
キ
ス
タ
ン

の
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰（
8 

0
3
5
メ
ー
ト
ル
）で
雪
崩
に
巻

き
込
ま
れ
、腰
椎
破
裂
、肋
骨
骨
折

の
重
傷
を
負
い
、生
命
の
危
機
に

陥
り
ま
し
た
。し
か
し
、各
国
登
山

隊
の
レ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
り
奇
跡
的

に
生
還
し
ま
し
た
。も
は
や
登
山

へ
の
復
帰
は
絶
望
的
と
も
い
わ
れ

ま
し
た
が
、手
術
、懸
命
の
リ
ハ
ビ

リ
に
よ
り
、わ
ず
か
1
年
後
に
再

起
し
、事
故
に
遭
っ
た
ガ
ッ
シ
ャ

ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
、そ
し
て
ブ
ロ
ー

ド
・
ピ
ー
ク（
8
0
5
1
メ
ー
ト

ル
）の
連
続
登
頂
に
成
功
。そ
の
姿

は
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
、大
学
山
岳
部
入

部
を
き
っ
か
け
に
本
格
的
な
登
山

活
動
を
始
め
ま
し
た
。1
9
9
1

年
、自
身
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に

参
加
し
、シ
シ
ャ
パ
ン
マ（
8
0 

2
7
メ
ー
ト
ル
）登
頂
を
目
指
し

ま
す
が
、登
頂
ア
タ
ッ
ク
隊
に
選

ば
れ
ず
頂
上
を
踏
む
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、そ
の
4

年
後
、マ
カ
ル
ー
に
見
事
登
頂
し
、

翌
年
に
は
エ
ベ
レ
ス
ト
、K
2
を

連
続
し
て
登
り
切
り
ま
し
た
。

　

2
0
0
6
年
、8
千
メ
ー
ト
ル

峰
8
座
目
と
な
る
カ
ン
チ
ェ
ン

少
年
に
秘
め
た「
山
登
り
の
才
能
」

世
界
の
頂
へ

雪
崩
事
故
か
ら
奇
跡
の
生
還

日
本
人
初
の
14
座
完
登
へ

登
山
で
生
き
て
い
く
と
い
う
覚
悟

8000m峰14座登頂の軌跡

▲2012年5月26日ダウラギリサ
ミットデイに唯一撮影できた頂
上の岩場を望む竹内の影の写真。
サミット画像としては貴重な１
枚（撮影：竹内洋岳、写真提供：
竹内洋岳プロモーション事務局）

プロ登山家
1971年生まれ
東京都出身
身長180cm　体重65kg　
血液型O型
立正大学　仏教学部卒
（株）ICI石井スポーツ所属

　登山好きな祖父の影響を受け、幼少より登山
とスキーに親しむ。高校、大学で山岳部に所
属し登山の経験を積み、20歳で初めてヒマラヤ
の8000m峰での登山を経験。
　当初は組織登山を行っていたが、2001年か
らは、ドイツ人クライマーのラルフ・ドウィモビッツ
や、オーストリア人クライマーのガリンダ・カール
センブラウナーをメインパートナーとし、各国のク
ライマーと少人数の国際隊を組み、酸素ボンベ
やシェルパ（案内人）を使わない「アルパインスタ
イル」を積極的に取り入れた速攻登山を展開し
ている。2002年に結婚。二児の父親。

竹内洋岳さんプロフィール

2012「植村直己冒険賞」特別賞に
渡
わた

邉
なべ

玉
たま

枝
え

さん、村口徳
のり

行
ゆき

さん
　8000m峰５座に登頂し、2004植村直己冒険賞を受賞している渡邊
玉枝さん（74歳、山梨県在住）は、昨年５月19日、２度目の世界最高
峰エベレスト（8848m）に登頂し、自身が持つ女性世界最高齢の登頂
記録を10年ぶりに更新（当時73歳、ギネス世界記録認定）しました。
そして、渡邉さんに同行したカメラマンの村口徳行さん（56歳、静
岡県在住）もエベレスト７回目の登頂となり、自身が持つ日本人最
多の登頂記録を更新しました。ベストパートナーであり、お互いの
偉業を支え合ったお二人に、今回特別賞を贈ります。
※サミット…頂上

（撮影：中島ケンロウ）
（写真提供：竹内洋岳プロモーション事務局）

　

8
千
メ
ー
ト
ル
峰
に
こ
だ
わ
り
、

不
屈
の
精
神
で
、あ
る
い
は
楽
し

み
な
が
ら
自
分
自
身
に
挑
戦
し
続

け
る
竹
内
さ
ん
。登
山
界
を
超
え

て
多
く
の
人
々
に
注
目
さ
れ
る
中
、

2
0
1
2
年
5
月
、つ
い
に
8
千

メ
ー
ト
ル
峰
14
座
目
の
ダ
ウ
ラ
ギ

リ
Ⅰ
峰
へ
登
頂
し
、日
本
人
初
と

な
る
8
千
メ
ー
ト
ル
峰
14
座
完
全

登
頂
と
い
う
偉
業
を
達
成
し
ま
し

た
。

日本


